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日中韓次世代リーダーフォーラム
人間性の面でも交流を深めました。

参加者はこのフォーラム期間内にともに行
動し議論することを通じて、各国の政治･社会
状況に始まり、北東アジア圏としての経済協力
体制や北朝鮮問題にいたるまで「東アジア共同
体」の可能性について建設的に考え、この地域
の向かうべき方向性を含めた共通の認識を持
つなど、大変意義のある事業となりました。

本フォーラムの一連の結果については、福
岡で開催した公開シンポジウムにおいて「プ
ログレス・レポート」として発表するなど、精
力的なアピールも行なわれました。また、参加
者は昼に行われる公式プログラムのみならず、
夜もカラオケをするなどしてオープンに親交
を深め、プライベートなことも語り合うほど
親しい人間関係を作りだすことができました。

さらに、韓国で開催された今回のオープニ
ングには第1回フォーラムにおける参加者の

北東アジアをリードする日本、中国、韓国の
3カ国における将来のリーダーたちによる交流
の場を設けることによって、信頼関係の強化
を図り未来へつながる強固な人間関係を築き
あげる目的も込めて、2002年より「日中韓次世
代リーダーフォーラム」を実施しています。

2004年には、韓国国際交流財団や中国現代
国際関係研究院と共同で、第2回フォーラムを
開催しました。3カ国の政界や官界､財界､学
界､メディア界などから計14名(日本･韓国から
5名ずつ､中国からは4名)が参加。ソウル・北
京・福岡をグループで訪問し、参加者同士によ
るディスカッションや各国有識者との幅広い
意見交換、さらにそれぞれの国に特徴的な産
業の視察などを行ない、知的交流のみならず

アジア・リーダーシップフェロー・プログラム
リランカ女性NGOフォーラム・コーディネ
ーター／スリランカ）

○草郷孝好（北海道大学大学院経済学研究科
助教授／日本）

○グエン・ヴァン・チン（国立ベトナム大学アジ
ア太平洋研究センター副所長／ベトナム）

※肩書きは当時のもの。
プログラムの最初に、各フェローが準備し

てきた自らの専門領域に関わるプレゼンテー
ションを順番で行ない、フェロー間での問題
意識の共有化を図りました。その後、1回目の
フィールドトリップとして、2004年9月8日か
ら11日まで広島と京都を訪れ、平和に向けた
取り組みやマイノリティ問題についての視察
と議論を実施。2回目のフィールドトリップ
は、2004年10月4日から8日まで北海道ニセコ
町などを訪れ、アイヌ文化や地域開発とNPO
活動について見聞を広めました。一方、東京
滞在中には、10人以上の有識者を招き、ナシ
ョナリズムや多文化共生、企業社会責任に教
育問題など多彩なテーマでセミナーを実施
し、フェローと日本人知識人との間で活発な
意見が交換されました。2004年10月26日から
27日には、「Acting Asian：グローバル化する

世界における矛盾と挑戦」というテーマで公
開シンポジウムを開催し、2カ月の活動の成
果を踏まえて報告。締めくくりの場に参加し
た聴衆と熱のこもった議論が交わされまし
た。一部のフェローは、コア・プログラム終了
後、滞在を1カ月延長し、各自の個人研究を引
き続き行ないました。

本プログラムの最大の特徴は、フェローた
ちが対話や共通の体験を持つことで、個人的
な交友関係を築き、それぞれの問題意識を共
有し、価値観を分かちあうことにあります。
そして、専門分野を超えた人的ネットワーク
を形成し、相互の信頼関係の確立を目指すと
ころに存在しています。参加者の一人は、事
業終了後の評価アンケートに次のような回答
を寄せています。「このプログラムの最良の
成果は、これから先に見えてくる。2カ月間で
培われた絆をベースに今後、さまざまな共同
作業の輪が生まれてくるはずだから。」
深い洞察力と優れた指導力をもつフェローた
ちの人的ネットワークが充実し、文化や価値
観の異なる人々が互いの独自性・多様性を尊
重し、世界的な諸問題解決に向けた取り組み
へとつながることが期待されます。

一部も参加し、より親密なネットワークづく
りを実現することができました。第1回、第2
回のフォーラム参加者たちは、フォーラム終
了後も有意義なネットワークを維持してお
り、今後も北東アジアの安定と発展のために、
そのネットワークがさまざまな分野で大きく
貢献することが期待されます。

希代のリーターシップを持つ資質が
共通体験のなかでさらに高められる。

本プログラムは1996年より財団法人国際文
化会館との共同事業として実施。毎年、アジ
ア諸国において際立ったリーダシップを発揮
している専門家を5～8名選抜し、フェローと
して最長3カ月間日本に招待しています。

2004年度は、「アイデンティティ、安全保障
と民主主義」というテーマのもと、9月1日か
ら10月30日までにかけての2カ月間をコア・
プログラムとし、以下の7人のフェローを招
き、さまざまなプログラムを行ないました。
○カリーナ・アフリカ・ボラスコ（アンヴィル

出版事業統括部長、詩人／フィリピン）
○キンレイ・ドルジ（Kuensel新聞社専務理

事・編集長／ブータン）
○フェイ・チュンファン・フェイ（華東師範大

学アメリカ研究プログラムディレクター／
中国）

○ジャムハリ（国立イスラム大学イスラム社
会研究センター所長／インドネシア）

○チ ャ ン ド リ カ・セ パ リ・コ テ ゴ ー ダ
（Women and Media Collective共同代表、ス

福岡でのフォーラム
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ジャパンファウンデーションは、世界各地で、いま人々が抱えるさまざまな課題について、国境や世代を越えた
人々の対話・交流の場を設けています。また2004年度は日米関係が始まって以来、150周年の記念の年でもあり、
様々な催しが開かれました。そのほか、現地で活躍する派遣専門家や招へいフェローのコメントも交え、「日本研
究・知的交流」分野における生き生きとした活動の模様をご紹介します。

北東アジアをリードする、次世代
のリーダーたちによるフォーラム。
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中東派遣ミッション／相互理解とネットワーキングおよび政策対話│フェローシップ（人材育成・プロジェクト支援）�

日中韓次世代リーダーフォーラム│アジア・リーダーシップフェロー・プログラム�

2004年7月には、今後の日本と中東の知的交
流の担い手間のネットワーク構築を図ること
を目的として、東京で中東シンクタンク・セミ
ナーを実施しました。

当日は、2回にわたるミッションの協力機
関を中心に、イラン、エジプト、サウジアラ
ビア、チュニジア、ヨルダンのシンクタンク
関係者を招いて、日本の大学やシンクタンク
など、知的コミュニティとの間で、相互の機
関情報を交換し合い、将来の相互協力に関す
る構想を討議しました。

このシンクタンク・セミナーのネットワー
クを核にして、様々な事業が実現に至りまし
た。なかでも、イラクの歴史・アイデンティテ
ィをめぐる国際会議（主催：ヨルダン王立諸
宗教研究所）や、サウジアラビアなどへの中
東次世代派遣フェローの派遣（キング・ファ
イサル・センター受け入れ）などは、その最た
るものだといえます。

中東派遣ミッション／相互理解とネットワーキングおよび政策対話

重要な政策的課題について具体的に検討
し、有効な政策提言を行なう機会、また、優
先的課題の設定と有効な取り組みの方法論を
討議する機会を設けるため、さまざまな取り
組みを積極的に行ないました。

2005年1月、リヤドで開催された第3回日・ア
ラブ対話フォーラムでは、日本・エジプト・サ
ウジアラビアの政財官学の代表が参加し、ア
ラブの社会経済開発、安全保障や文化・学術交
流の諸問題、イラクとパレスチナにおける選
挙後の国際協力のあり方等に関して忌憚ない
議論が行なわれました（日本側座長：橋本龍
太郎元総理大臣）。

2005年3月にカイロでは、日本とアラブの
政策研究に従事する研究者とジャーナリスト
が、日・アラブ間の知的交流の優先的アジェ
ンダを設定することを目的に会合が行なわれ
ました。これは、前年の中東シンクタンク・セ
ミナーで協力関係を構築した、エジプトのア
ル・アハラーム政治戦略研究所との共催で実
現したものです。

当日は、日本とアラブ諸国の大学やシンク
タンクの研究者が一堂に会し、「グローバリ
ゼーションと国際秩序」、「開発と国際協力」、

「安全保障」の3つのテーマのもとで、活発な
議論が展開されました。

第2回会合は、2005年度中に日本で開催さ
れる予定で、今後の日・アラブ間の知的交流
のガイドラインとなるような報告がまとめら
れることが期待されます。

2003年に引き続き、2004年9月に、｢第2回
中東地域文化交流・対話ミッション｣をヨル
ダンとイランに派遣しました（団長：山内昌
之東京大学教授）。

｢伝統と近代｣をメインテーマとするシンポ
ジウムや個別の有識者との意見交換では、各
界を代表する有識者たちが集まり、日本の歴
史・文化・社会・政治について多角的に論じ、相
手国側に対して、総合的な理解を促しました。
それと同時に、相互に学び合う大切さを説き、
それぞれが関心を寄せる課題へ理解を深め、
解決に向けて様々な知恵を出し合いました。

帰国後は、このミッションに対する｢報告
と提言｣を政府に提出したほか、参加したメ
ンバーたちが、各方面で対話の成果を発表し
ました。

また文明間対話型事業として、2004年5月
にはパリ・ユネスコにおいて、日・アラブ・欧
州の有識者による文明間対話シンポジウムを
共催し、日本人専門家を派遣しました。

フェローシップ（人材育成・プロジェクト支援）
ットワーク形成を支援することが狙いです。

中東次世代招へいフェローシップにおいて
は、招へいする中東の若手研究者同士の関係
作りも重要です。そのため、トルコ、チュニ
ジア、イエメン、エジプト、クウェートから、
計5名のフェローをグループで招へい。最大3
カ月の滞在期間中に2週間のコア・プログラ
ムを設け、日本の政治・経済・社会・文化の専
門家による講義やものづくりの現場などのサ
イト・ビジット、さらには、日本の若手研究者
との意見交換などをプログラムの中に取り入
れました。

また、ジャパンファウンデーションによる
主催事業とは別に、先に挙げたイラクの歴史

とアイデンティティに関する国際会議、日本
と中東地域との宗教間対話など、民間機関に
よる知的交流プロジェクトに対しても助成を
行ないました。将来の知的交流の発展を担う人材の育成も

同時に行なう必要性があることから、中東次
世代招へいフェローシップと中東次世代派遣
フェローシップの2つのプログラムを2004年度
より新たに立ち上げました。

すでに日本と中東との間では、地域研究者
を中心として活発な研究者の交流が行なわれ
ていますが、両地域間での知的協力と対話の
トラフィックにさらに厚みを持たせ、グロー
バル・イシューや両地域間の共通課題の解決に
向けた知的協力・対話を行なう人材とそのネ
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第2回中東地域文化交流・対話ミッション
イランでのシンポジウム

第2回中東地域文化交流・対話ミッション
山下八段による柔道指導（イラン）

中東次世代招へいフェローシップ・コアプログラム
イスラム学者でもある森本東大寺管長との懇談

相互理解とネットワーク構築を
深めることが解決への糸口になる。

政策課題について
有効な方法論を討議すべく
さまざまな取り組みを実現。

日本語の用語とフレーズを主題に
専門家やフェローと議論を展開。
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グローバル・ガバナンスと国連改革をテーマに活発な議論を交わす日欧の専門家

沖縄国際フォーラム－アジア・パシフィック・ユース・フォーラム
「カタリスト」として、地域の未来に貢献し
ていく可能性を示唆しました。グループ2は、

「持続可能な発展」を主題として、メコン川
流域の開発や東アジアの開発を例に挙げ、経
済発展と環境、人間開発のバランスを取って
いくことの重要性について述べた上で、市民
の代表による地域サミットを行なうべきとの
提案がありました。グループ3は、「文化とア
イデンティティ」をテーマとして演劇風のプ
レゼンテーションを行ない、固有の文化のメ
タファーとしての「泡盛」の消滅を例えに、
個人や民族のアイデンティティが変質する有
様を象徴的に描きました。

シンポジウムの最後は、印象的な「沖縄宣
言」の以下のフレーズで締めくくられました。

「異なる場所から、さまざまな文化的背景
を背負ってここに集まったわれわれは、『多
様性の中の団結（unity in diversity）』をめざ
す旅を皆でともに歩む道を見つけていかなく
てはならない」。

2005年3月14日から10日間の日程で、「平
和と繁栄への協働‐アジア太平洋地域共同体
の形成に向けて」をテーマに、日本を含め18
カ国24名のメンバーを集めて、「アジア・パ
シフィック・ユース・フォーラム沖縄（主催：
国際交流基金・沖縄県、協力：財団法人国際
文化会館）」を開催しました。

プログラムの前半は、参加者がそれぞれに
関心のあるテーマについて発表し、議論を行
ないました。その後、米軍基地や平和祈念資
料館などを訪問、さらに座間味島へ場所を移
し、グループセッションも実施しました。3
月22日には、沖縄県女性総合センター「てぃ
るる」で公開シンポジウムを開催し、グルー
プごとに発表。グループ1は、「安全保障と信
頼醸成」をテーマに、沖縄の地理的戦略性と
独自の文化的背景から、沖縄がこの地域の

グローバル・ガバナンスと国連改革
たちが、両地域が共通して直面する課題や国
際的問題に対して、知識と経験を分かち合い
問題解決のために政策提言を行なうことを目
的に企画されたものです。

第1回となる今回の会議は、「グローバル・
ガバナンス」を主要テーマとして、日本と
EUから約20名の学識経験者や政策アナリス
トが参加。2日間に渡る円卓会議の初日には、
2004年12月に公表された国連アナン事務総長
の要請によるハイレベル委員会の報告書の提
言内容を分析すると共に、国連改革に関する
活発な議論が展開されました。

2日目には、グローバル・ガバナンスの構
成要素としての国連機関・制度の強化、EU
と東アジアの地域協力の役割について、率直
な意見が交わされ、さまざまな角度からの提
言もなされました。

また、「21世紀の平和と繁栄をどう創る
か－グローバル･ガバナンスと国連改革」と
題した公開フォーラムも開催。約200名の一
般聴衆の参加を得て、明石康元国連事務次長
による基調講演に続き、円卓会議参加者がパ
ネルディスカッションを行ないました。

円卓会議の要旨と政策提言は、報告書とし
てまとめられ、研究機関や政官界関係者など
に広く配布されています。また、「第2回 日-
EUシンクタンク円卓会議」は、2005年11月
にベルギー、ブリュッセルで開催される予定
です。

「知的交流会議等開催助成」プログラムで
は、日本や欧州地域で開催された37件の国際
会議に対して助成を行ないました。

2004年度は、日露戦争100周年を契機に、
この戦争が起こった歴史的観点からの分析
や、国際政治上においての意義を見直す会議
が複数見られたことが特徴です。

このほか、社会保障制度の比較、拡大EU
と日本・アジアの関係、地方分権、アーツマ
ーケティングなど、幅広い分野の知的交流事
業を支援しました。

欧州･中東･アフリカ課では、日本と欧州地
域によるグローバルな課題の共通理解と解決
に資する事業を主催、助成しています。

2005年1月13日から14日には、総合研究開発
機構（NIRA）とベルギーのシンクタンクであ
る欧州政策センター（European Policy Centre）
との共催により、「第1回 日-EUシンクタンク
円卓会議」を都内会場で開催しました。

この会議は、日本と欧州の専門家や研究者

座間味島の海岸に流れ着いたゴミを
参加者が協力して清掃

公開シンポジウムを終えて
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「グローバル・ガバナンス」を
主題に日本と欧州地域の知的交流。

沖縄の文化と歴史を背景に、
さまざまな角度から問題を提起。
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派遣教員のコメント│招へいフェローのコメント�

沖縄国際フォーラム―アジア・パシフィック・ユース・フォーラム│グローバルガバナンスと国連改革�

派遣教員のコメント：1 福島安紀子 クウェート大学社会学部政治学科客員教授/総合研究開発機構 主席研究員

の気持ちだ」とクウエート産の香水をプレゼ
ントしてくれた学生達は、イラクに侵攻され
た後、クウエートはアイデンティティに悩ん
でいると打ち明け、完全に西洋化せず、豊か
な伝統・文化を保持しつつ近代化した日本へ
の憧憬と、日本から学びたいという気持ちを
強く持っていました。小津、周防、黒澤映画を
鑑賞し、映画論を述べる学生もいました。イス
ラム教の習慣に戸惑いながらも、クウエート人
学生にこたえるものをしっかり創っていきたい
と思いつつ、クウエート大学を離れました。

クウェートの豊かな伝統と文化を
継承しつつ日本を学ぶ姿勢に感銘。

2005年3月、女性参政権可否の議論に沸くク
ウエート大学で国際関係論の講義を担当しま
した。クウエート大学には日本研究講座はま
だ正式には設けられていません。しかし、学
生達は「日本は憲法9条改正で帝国をめざして
いるのか」、「日露領土問題は何故まだ解決しな
いのか」等、目を輝かせて矢継ぎ早に質問し
てきました。最終講義の時に「先生への感謝 福島先生を囲むクウェート大学の学生と教員達

派遣教員のコメント：2 岡本由美子 同志社大学政策学部教授/アルゼンチン・ラプラタ国立大学国際関係研究所日本研究センターに派遣

ンには、日本研究センターがほかに存在しな
いと聞いており、現在のアルゼンチンは、中
国への関心が高まっているようです。これは、
高度経済成長に伴って、市場としての中国の
魅力が高まっているからにほかなりません。
しかし、アジア諸国に明るいアルゼンチンの
エコノミストは、アジアにおける日本の重要
性は、依然、十分認識されていると分析して
います。私も同様に、この日本研究センター
を通じて、アルゼンチンと日本の知的交流が
ますます盛んになることを願っています。

東アジアの経済発展に関する講義
からアルゼンチンとの知的交流を。

ラプラタ国立大学国際関係研究所日本研究セ
ンターで、東アジアの経済発展に関する講義
を行ないました。同センターは、日本の社会、
文化、言語をアルゼンチンに普及させようと、
非常に意欲的に事業に取り組んでいます。日
本研究関係の学生や研究者の交流も国籍を問
わず盛んで、熱心に日本語を学んでいる学生
が多く見られます。残念ながら、アルゼンチ 受講した大学院生たち

招へいフェローのコメント：1 アショク・チャウラ（インド）National Institute of Science Communication & Information Resources

語の用語とフレーズに重点を置いた発表を行
ないました。当日は、言語学、翻訳、文学な
どの専門家や来日中のフェローが20名以上参
加して下さり、活発な議論が展開されました。
4カ月間の滞日中に、立命館アジア太平洋大
学で、「日印語構成要素レベルの対照研究と
語構成要素の複合語での働き」について研究
していた私にとって、この勉強会は、日本で
の研究成果の集大成となりました。

（なお、フェロー勉強会は今後も開催予定。
詳細日程などは、ジャパンファウンデーション

日本語の用語とフレーズを主題に
専門家やフェローと議論を展開。

日本研究・知的交流部が年に10回ほど開催
しているフェロー勉強会は、日本研究フェロ
ーシップ・プログラムで来日しているフェロ
ーが、日本での研究成果の発表をし、専門家
や一般の方々との意見交換とネットワーキン
グを行なうことを目的としています。私は
2005年3月の勉強会で、「翻訳についての諸問
題と翻訳サポートシステム」と題して、日本 フェロー勉強会での発表の様子

招へいフェローのコメント：2 ノーマ・フィールド シカゴ大学東アジア言語文明学科教授

主義文学会札幌支部の『多喜二研究』創刊40
周年記念講演、さらに、釧路や東京でも講演
を行ないました。特に印象的だったのは、多
喜二の出身地である大館市（秋田県）をはじ
めとした地域の民間研究者の層が厚く、今な
お、「地元作家」多喜二の研究が脈々と続け
られていたことです。また、外国から来た私
が多喜二を探求することにより、これまで多
喜二に関心がなかった人たちも興味を持つよ
うになってくれたことは大変貴重なことだと
実感しました。

小林多喜二の探求で発見した
日本独特の民間研究者の層の厚さ。

2005年1月11日から8カ月間の予定で来日
し、「生きている日本プロレタリア文学の遺
産：小林多喜二の100年」をテーマに研究し
ました。実際に、多喜二が活躍した小樽に住
み、彼の母校、小樽商科大学（旧小樽高等商
業学校）で、多喜二文学を取り上げた授業に
参加したり、同年2月20日に開催された多喜
二祭（小樽）で基調講演を行ない、日本民主 小林多喜二墓前祭
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のホームページをご覧ください）。




